
 取扱説明書を必ずご参照ください。   
1/2 

2017年 11月 （第 1版） 承認番号 22000BZX01244000  
  機械器具 12 理学診療用器具  

 
管理医療機器 関節・脊椎マニピュレータ 36229000  

 L プッシュ LP-80 
 
    

 

【警告】 
適用対象（患者） 

患者の反応を観察し、痛みが増悪するようであれば、治

療を中止してください。この器械の適用対象外と考えら
れます。頭部及び頚部［筋弛緩によって一時的に血圧が
下がりめまい、吐き気を訴えることがあります。］ 

使用方法 
1.腰痛専用の治療器です。他の目的には使用しないでくだ

さい。 
2.患者には手もとスイッチを必ず持たせ、治療を中止した

い場合には自分でスイッチを押すように指示してくださ
い。 

3.ベッド、装具などは付属のもの以外のものは使用しない
でください。  

 

【禁忌・禁止】 
適用対象（患者） 
1.悪性腫瘍、脊椎カリエス、化膿性脊椎炎、強直性脊椎

炎、骨軟化症［適用対象外］ 
2.圧迫骨折、脊椎すべり症、原発性骨損傷、骨盤損傷、脊

椎変形症など椎骨、腸骨の器質的異常［悪化すると考え
られる］ 

3.骨粗鬆症［骨損傷の可能性がある］ 
4.膝関節、股関節など脚部に炎症、骨折、捻挫等の障害が

ある場合[適用できない] 
5.内臓に起因する疾患［適用対象外］ 
6.感染症［他の患者への感染］ 
7.妊婦［腹部を圧迫するおそれがある］ 
8.高血圧症［若干の血圧上昇があるので危険］ 
9.その他、医師が適用対象外とした患者 
併用医療機器 

他の医療機器との併用はしないでください。  

【形状・構造及び原理等】 
組成 
（皮膚に接触する部分の原材料） 

吸着電極：シリコンゴム、天然セルロース 
形状 
1.外観 

 

2.寸法及び質量：長さ 2320mm×幅 600mm×高さ 500mm
（ベッド）／860mm（足部）、90kg 

構造・構成ユニット 
1.構成 

ベッドマット 
足台 
ベッドフレーム 
機構部 
操作パネル 
付属品：手もとスイッチ 

2.電気的定格 
(1)供給電源 

1)定格電圧：AC100V 
2)定格周波数：50/60Hz 
3)電源入力：130VA 

(2)ヒューズ：2A 
3.機器の分類 
(1)電撃に対する保護の形式：クラス I 機器 
(2)電撃に対する保護の程度による装着部：B 形装着部 

4.その他 
本製品は EMC 規格 JIST0601-1-2:2002 に適合している。 

作動・動作原理 
取扱説明書を参照してください。 

【使用目的又は効果】 
使用目的 

腰痛治療を目的とする運動療法用機械 

【使用方法等】 
使用方法 
1.使用前 
(1)患者をベッドに腹臥位（うつ伏せ）または横臥位（横向

き）に寝かせ、ベッド端より足を約 20cm 出させます。 
(2)機構部ロックをフリーにして、LED で示すプッシュの支

点を仙腸関節にほぼ一致させてください。 
(3)プッシュすべき足を足台にベルトで固定します。 
(4)プッシュの角度を設定してください。 
(5)ベッド上部のベッド固定ピンを緩めると、ベッドマット

がプッシュとともに若干移動し、マイルドなプッシュに
なります。 

2.使用中 
(1)操作パネルでプッシュのプログラム、回数、速さ、強さ

の設定を行ってください。最初は弱い設定で、慣れるに
したがって徐々に強くしてください。 

(2)スタートさせると、設定したプログラムにしたがって、
所定の回数をプッシュします。 

3.使用後 
ベッド、足台などを元の状態に戻し、清浄にして次回の
使用にそなえてください。 

使用方法に関連する使用上の注意 
患者が痛みを訴えるようであれば本装置の適用対象外と
考えられますので治療を中止してください。 

【使用上の注意】 
重要な基本的注意 
1.「ベッドに腹臥位または横臥位で寝る」段階で患者が痛

みを訴えるようであれば治療を中止してください。（適用
対象外） 

2.ベッドの乗り降りに際しては、ベッド上部のベッド固定
ピンを必ず「ロック」にしてください。（ベッドが動くと
危険です。） 
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3.患者には手もとスイッチを持たせ、スイッチを押せば治

療を中断できることを教えて下さい。（使用中、患者自身
の異常、装置の不具合などにより、患者自身で治療を中
断する必要があります。） 

高齢者への適用 
高齢者は「禁忌・禁止」に記載した項目に該当する患者
が多いので十分注意してください。 

【保管方法及び有効期間等】 
耐用期間・使用期間 

指定した保守点検を実施した場合、弊社出荷日より 7 年

間［自己認証（当社データ）による。］ 

【保守・点検に係る事項】 
使用者による保守点検事項 

機構部、足台の損耗、破損 
業者による保守点検事項 

定期点検（1 年が望ましい）を業者に依頼すること。 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者：東京医研株式会社 

東京都稲城市東長沼 1131-1 
TEL:042-378-6630  FAX:042-378-6614 
Email：info@tokyoiken.com 

製造業者：東京医研株式会社 ベクトロニクス事業部 


